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論  文  名 流動的関係における協力と集団変化の動的メカニズムの解明 
 本論文の目的は、人が参入や離脱を行う流動的な集団において、協力的な制度が維持されるメカニ
ズムを解明することである。従来の社会的ジレンマ研究では、主に地域コミュニティなどの閉鎖的な
集団や組織が対象とされてきた。しかし現代社会では、人々の組織への所属が一時的になり、人間関
係が流動的になりつつある。こうした流動的集団で協力を維持することは困難だと指摘されてきた
が、コミュニティ・ユニオンのように、協力的な制度が出来上がっている集団が存在する。本論文は
一方でコミュニティ・ユニオンへの丹念な聞き取りを行い、他方で聞き取り結果に基づいてゲーム理
論的モデルの構築と分析を行い、特定の条件の下でそのような集団が存在することを示した。 
 第１章では、既存研究の問題点を指摘したうえで、本論文の課題を設定した。 
第２章では、本論文で扱う「制度」「制度変化」「集団」などキーとなる概念が、先行研究でどう扱
われてきたのかをレヴューした。このレヴューを通じて先行研究で用いられてきた概念と本論文で用
いる概念との違いや分析上の違いを明らかにした。 
 第３章では、本論文の対象となる流動的な集団、具体的には労働組合の一種であるコミュニティ・
ユニオンに関して、先行研究や自らが調査によって収集した聞き取りデータや資料をもとに特徴を整
理した。そして本論文のテーマである制度の変化と集団規模の変化に関する事例を紹介し、リサーチ
クエスチョンを提示した。 
 第４章、第５章では、集団の人数が動的に変化する状況をゲーム理論によって分析するための数学
的な準備を行った。具体的にはコミュニティ・ユニオンでも観察された「集団評判効果」を導入して
集団規模が動的に変化するゲームを提示して分析を行った。 
 第６章では、ネットワークユニオン東京における外生的な集団の変化と制度の変化に関する分析を
行い、第７章では、東京管理職ユニオンにおける協力的な制度の発生に関する問題を扱った。 
 本論文の結論部である第８章では、流動的集団における協力と集団の変化に関する知見をまとめ
た。 
 本論文は、従来の研究ではあまり着目されてこなかった、流動的な集団において協力的な制度が維
持される事例に着目し、自ら行った聞き取り調査とそれに基づいたゲーム理論的モデルの構築と分析
により、上記の興味深い知見を得た。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与される
に十分な資格を有するものと認められる。 
 
 
